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今回、九州経済産業局の請負事業と

しまして、NPO 法人 FUKUOKA デザ

インリーグにて 2016 年度に引き続き、

「地産デザイン」事業を展開しました。

2017 年度のステージは、長崎、熊本、

大分の三か所です。

その地域の問題はその地域のデザイ

ン力で解決する。企業、団体、デザイ

ナー、学生等の混成チームを編成して

それぞれの問題解決に当たるワーク

ショップを開催いたしました。

開催期間は基本 2017 年 9 月〜 12 月

のわずか 4 ヶ月間。問題解決完了には

短かすぎるスケジュールですが、参加

者が問題の本質をどのように見極め、

どのように考え抜き、解決への道筋を

築いていったのか。

そのプロセスと参加者の思考と行動

の記録をここにご紹介します。

方
法
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

デ
ザ
イ
ン
は
い
つ
も

未
知
の
未
来
に
入
り
こ
む

長
崎
の
坂
道
へ

熊
本
の
見
晴
ら
し
へ

大
分
の
物
語
へ

憂
慮
と
発
見
が
交
錯
す
る

道
す
じ
を
た
ど
っ
て

そ
の
先
に
至
る
方
法
は

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
の
か
？
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	 	 物語を巡らせるデザイン。
		  大分式の経済と文化のかたちを志す地産地消住宅事業のプレゼンテーションサポート

34	 	 クリエイティブ人材との協働で、本質的な価値の提供を。
		  砂入成章　九州経済産業局　産業部　サービス産業室長

35	 	 NPO 法人 FUKUOKA デザインリーグとは

その地域の課題や宝をその地域のデザイン力

で解決、発展させる「地産デザイン」プロジェ

クト。昨年度に引き続き、九州をフィールドに

開催いたしました。2017 年度の対象地区は「長

崎」「熊本」「大分」です。各地域で対象となる

事案を選定し、対象企業、団体のキーマンを加

えたデザイン開発チームを地元メンバーで組織。

NPO 法人 FUKUOKA デザインリーグよりファ

シリテーターを派遣し、ワークショップ全体の

ハンドリングと課題解決に向けてのプロデュー

スを行いました。

本年度の取り組みの目的は、大きく三つあり

ます。一つ目は、「デザイン思考」による「地場

企業と地域の活性化」です。東大・京大などに

おけるデザイン関連学科の新設は、広義の「デ

ザイン」に対する期待であり、企業活動におい

て「デザイン思考」がイノベーションの突破口

であるという認識の表れです。しかし、九州の

中小企業においては、まだまだ「デザイン」に

対する認識が浅く、仮にデザインに興味を示し

ても、その参照すべき成功モデルも多くない。

この事業においては、NPO 法人 FUKUOKA デ

ザインリーグが事業主体となり、具体的な課題

を地域の中で抽出し、デザイン思考の実装を試

み、そのソリューションに至るプロセスを開示

し、共有することで、デザインによる地域活性

化のモデル構築を試みるものです。表層的なデ

ザインの力はもちろん重要ですが、その元とな

る本質的な魅力や課題を見出し、それについて

考えていくことがもっと重要なデザインの力だと

認識し、その意義を深めていくべきと考えます。

二つ目は、「デザインを核とした混成チーム」

による「より良質なデザイン力の発揮」です。

長崎、熊本、大分のそれぞれの課題に団体、企業、

行政、教育機関、デザイナーが一体となって取

り組み、課題の本質を探り出し、チーム内で共有。

解決に向けてのベクトルを考え抜き、結果とし

て「もの」や「こと」として結実していく道筋

が見えてくる。「デザインとは考え方」という広

い視点で捉えた場合、デザイン力を真ん中に置

いて当事者みんなで課題に向き合うことが重要

と考えます。

三つ目は、「一局集中」から「多局共存・地方

再生」への試みです。長崎、熊本、大分は北部

九州の主要都市でありながら、近年、福岡への

一局集中の影響を受けて伸び悩んでいる現状が

あります。デザイン思考の発揮により、それぞ

れの立場で地域を元気にすることができるはず。

「地産デザイン」によってその地が活性化してい

くのは、まさにその地に暮らす人の「考える力」

だと思います。

今回の取り組みも、案件の性質やメンバー構

成などでまさしく三チーム三様となりました。

多様なだけにより多くの方々にとって応用が利

くものであると考えております。ご参考になれ

ば幸いです。�また、事業展開において多くの方々

のご支援ご協力を賜りました。この場をお借り

して厚く御礼申し上げます。

　

「デザイン思考」が

地場企業や地域の未来を開く。

武永茂久
NPO 法人 FUKUOKAデザインリーグ
副理事長
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旧
外
国
人
居
留
地
で
あ
る
長
崎
市
の
東

山
手
・
南
山
手
の
山
手
地
区
は
、
２
０
１
５

年
に
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
た
旧
グ
ラ
バ
ー

住
宅
（
グ
ラ
バ
ー
邸
）
や
、
２
０
１
８
年

度
に
世
界
遺
産
登
録
が
期
待
さ
れ
る
国
宝

大
浦
天
主
堂
な
ど
、
歴
史
的
文
化
遺
産
を

有
す
る
貴
重
な
エ
リ
ア
で
あ
る
。

反
面
、
山
手
地
区
は
住
民
数
の
減
少
と

高
齢
化
が
進
み
、
空
き
家
や
空
き
地
が
増

え
る
傾
向
に
あ
り
、
地
域
活
性
化
へ
向
け

た
観
光
客
誘
客
の
行
政
施
策
は
検
討
・
実

施
さ
れ
る
も
の
の
、
地
元
住
民
が
地
域
に

誇
り
を
持
ち
な
が
ら
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る

支
援
策
や
拠
点
整
備
な
ど
の
事
業
展
開
は

乏
し
い
状
態
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
も
山
手
地
区
の
活
性

化
と
情
報
発
信
を
目
論
み
活
動
す
る
市
民

団
体
が
存
在
し
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
協
力

し
な
が
ら
社
会
実
験
を
実
践
し
て
い
る
。

そ
れ
ら
の
団
体
は
交
流
や
情
報
交
換
と

い
っ
た
横
の
つ
な
が
り
は
あ
る
が
、
共
同

で
課
題
に
取
り
組
み
、
新
た
な
地
域
の
価

値
を
創
出
す
る
動
き
や
、
そ
の
受
け
皿
と

な
る
仕
組
み
な
ど
は
確
立
し
て
い
な
い
状

況
だ
っ
た
。長
崎
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、

チ
ー
ム
の
知
恵
と
経
験
を
デ
ザ
イ
ン
思
考

で
恊
働
さ
せ
る
試
み
で
も
あ
っ
た
。

坂
道
を
駆
け
昇
る
デ
ザ
イ
ン
。

長崎市街地を一望する鍋冠山展望台からの眺め。
毎日のように寄港するクルーズ船も見える。

Nagasaki
長崎
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主旨

歴史や文化への関心・愛着、景観やまち並み保存への認識を深め、山手地区の地域資源活用

を整理し、地域内外の世代間交流を促進する。そして「地元住民に魅力的なまち＝観光客にも魅力

的なまち」という観点に立ち、対象となる４つの団体が主体的で相互的に関わりながら、山手地域に

眠る地域資源（魅力）を掘り起こして顕在化し、地区ならではの暮らし方を具体的に提案する。

目標

数ある地域資源（魅力）の中から適した題材を取り上げ、顕在化に着手。その成果像を明確に

することをワークショップ期間中の必達事項とする（その後も継続活動し、新商品の発売やイベントの

実施など、かたちとして残していく）。その過程を通して、山手地区を中心に活動する各団体が協力し、

課題に取り組める仕組みをつくる。

長崎市・山手地区の

地域資源を活用した魅力ある暮らしの提案

住民の高齢化と共に空き家や空き地が増える長崎市の山手地区。
ここに眠る地域資源をいかに掘り起こして顕在化するかがワークショップのカギとなった。

梅元 建治　Kenji Umemoto

チームリーダー

一般社団法人ナガサキベイデザインセンター

岩本 諭　Iwamoto Satoshi

デザイナー

斜面地・空き家活用団体つくる

羽立 幸司　Hadate Koji

知財専門家（FDLより派遣）

知的財産綜合事務所 NEXPAT 代表弁理士

中村 圭太　Nakamura Keita

デザイナー

プリズム

平山 広孝　Hirayama Hirotaka

デザイナー

長崎都市・景観研究所 null

長尾 朋貴　Nagao Tomotaka

ファシリテーター（FDLより派遣）

株式会社スウトデザイン 代表取締役

対象企業（団体）

一般社団法人ナガサキベイデザインセンター	 斜面地・空き家活用団体つくる	 長崎都市・景観研究所 null	

長崎居留地まつり実行委員会	 浪の平地区まちづくり協議会

案件 Mission
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住
ん
で
魅
力
的
な
ま
ち
は

旅
し
て
魅
力
的
な
ま
ち

１
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
東
山

手
町
の
オ
ラ
ン
ダ
坂
通
り
に
位
置
す
る
築

１
３
０
年
の
洋
風
住
宅
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
し
た
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
、
長
崎
居
留

地
12
Ａ
で
行
わ
れ
た
。

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
山

手
地
区
で
活
動
す
る
団
体
は
「
斜
面
地
・

空
き
家
活
用
団
体
つ
く
る
」、「
長
崎
都

市
・
景
観
研
究
所
ｎ
ｕ
ｌ
ｌ
」、「
長
崎
居

留
地
ま
つ
り
実
行
委
員
会
」、「
浪
の
平
地

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
の
４
団
体
。
そ

れ
ぞ
れ
に
独
自
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
団

体
で
、
恊
働
に
よ
る
相
乗
効
果
の
可
能
性

を
探
る
こ
と
も
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。

は
じ
め
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
背
景
、

主
旨
、
目
標
が
確
認
さ
れ
た
あ
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
内
容
を

紹
介
。
そ
の
後
、
さ
っ
そ
く
地
域
の
課
題

を
洗
い
出
す
ブ
レ
ス
ト
と
な
っ
た
。

地
域
に
よ
っ
て
は
課
題
そ
の
も
の
が
明

確
に
な
っ
て
い
な
い
場
合
が
あ
る
。
住
民

や
自
治
体
が
課
題
に
気
づ
か
ぬ
ま
ま
、
人

口
減
少
と
空
洞
化
が
顕
著
に
な
っ
て
し
ま

う
。
ま
ず
は
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
持
つ
情

報
を
共
有
し
、
地
域
の
課
題
を
し
っ
か
り

と
把
握
す
る
こ
と
に
主
眼
が
お
か
れ
た
。

山
手
地
区
は
歴
史
遺
産
に
恵
ま
れ
た
長

崎
を
代
表
す
る
景
観
地
区
で
、
世
界
遺
産

も
存
在
す
る
。
し
か
し
観
光
客
の
価
値
観

は
変
化
し
て
き
て
お
り
、
官
民
と
も
に
歴

史
遺
産
を
活
用
す
る
ス
キ
ル
に
乏
し
く
、

一
過
性
の
イ
ベ
ン
ト
が
中
心
で
中
長
期
の

ビ
ジ
ョ
ン
に
も
と
づ
い
た
社
会
実
験
な
ど

は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。
地
域
の

雇
用
創
出
や
魅
力
的
な
商
品
・
サ
ー
ビ
ス

の
創
造
が
で
き
れ
ば
、
課
題
の
改
善
に
つ

な
が
る
は
ず
だ
が
、
徹
底
し
た
現
状
認
識

や
将
来
の
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
な
け
れ

ば
、
そ
れ
も
難
し
い
の
で
は
な
い
か
…
。

チ
ー
ム
の
議
論
は
活
発
で
、
山
手
地
区

だ
け
で
な
く
、
長
崎
駅
前
の
再
開
発
、
中

島
川
周
辺
の
空
き
家
活
用
、
幸
町
の
三
菱

重
工
工
場
跡
地
の
活
用
な
ど
、
様
々
な
情

報
が
共
有
さ
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
過
程
で
得
ら
れ
た
の
が
「
観
光
客

に
と
っ
て
魅
力
的
な
ま
ち
と
は
、
地
元
住

民
に
も
魅
力
的
な
ま
ち
で
あ
る
は
ず
」
と

い
う
視
点
だ
。
こ
の
視
点
を
共
有
し
、
２

回
目
以
降
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
地

域
の
課
題
と
価
値
に
つ
い
て
集
約
す
る
と

共
に
、
文
化
財
の
中
長
期
的
な
活
用
案
の

創
出
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

日
々
の
活
動
に
ヒ
ン
ト
が
あ
る

築
１
０
０
年
を
超
え
る
南
山
手
マ
リ
ア

園
の
聖
堂
を
見
学
し
た
あ
と
に
始
ま
っ
た

２
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
課
題

と
ア
イ
デ
ア
の
集
約
が
行
わ
れ
た
。

魅
力
あ
る
４
つ
の
活
動
。

相
乗
効
果
の
可
能
性
を
探
る
。

最初のワークショップは、メンバー
間で山手地区の魅力と課題を共有
することから始まった。

山手地区の多くの魅力が明らかに
なると共に、活用のされ方が乏し
いという現状も明らかになった。

都市価値の創出と価値観の再構築をミッションに「ま

ちのデザイン・まちの見方」を提案する任意団体。

NDN、デザインセッション、デザコネ、ピクニック、ストリー

ミング配信による討論番組「激論長崎！」など、ユニー

クで独自な活動を行っている。

長崎市内の斜面地、浪の平地区を拠点に活動す

る任意団体。空き家だった築 70 年の古民家を改装

して「つくる邸」と名付け、シェアハウス兼オープンス

ペースとして活用。斜面地ならではの日々 の暮らしや長

崎の魅力を「つくる邸」から発信している。

幅広い年齢層が参加して2016 年に設立された浪

の平地区（南山手町・東琴平 1 丁目・東琴平 2 丁目・

小曽根町・浪の平町・西琴平町・古河町）のまちづ

くり協議会。自治会活動を中心に、様 な々イベントなど

を通じて同地区の情報を発信している。

郷土への誇りを考え直そうと、市民と行政が一体に

なって 2001 年に始まった「長崎居留地まつり」。旧

外国人居留地である東山手、南山手、大浦地区を

舞台に様 な々企画が催され、年ごとに盛り上がりをみ

せており、市民のおまつりとして定着している。

長崎都市・景観研究所 null斜面地・空き家活用団体つくる

浪の平地区まちづくり協議会長崎居留地まつり実行委員会
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前
回
、
斜
面
住
宅
や
空
き
家
な
ど
の
活

用
を
促
進
す
る
必
要
性
も
議
論
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
ふ
ま
え
、
斜
面
地
・
空
き
家
活

用
団
体
つ
く
る
の
活
動
報
告
が
代
表
の
岩

本
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
岩
本
は
築
70
年

の
斜
面
地
の
空
き
家
を
改
装
し
た
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
「
つ
く
る
邸
」
で
暮
ら
し
て
い
る
。

自
ら
地
縁
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
参
加
す
る

こ
と
で
課
題
や
情
報
を
共
有
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
空
き
家
活
用
の
相
談
な
ど
も
入

り
は
じ
め
た
と
い
う
報
告
に
は
多
く
の
ヒ

ン
ト
が
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
意
見
交

換
は
よ
り
充
実
し
て
い
っ
た
。

暮
ら
し
方
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

議
論
に
よ
り
集
約
さ
れ
た
山
手
地
区
の

課
題
は
「
空
き
家
の
増
加
」
で
あ
る
。
所

有
者
に
空
き
家
活
用
の
イ
メ
ー
ジ
が
な

く
、
諸
事
情
な
ど
も
あ
っ
て
「
貸
し
た
く

な
い
」
と
い
う
家
主
が
多
数
を
占
め
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

で
は
、
対
策
を
ど
う
す
る
か
。
例
え
ば

魅
力
的
な
山
手
暮
ら
し
の
ス
タ
イ
ル
や
サ

ウ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
の
ア
ー
カ
イ
ブ
化
、
エ

リ
ア
マ
ッ
プ
な
ど
に
よ
る
山
手
と
い
う
斜

面
地
の
価
値
の
提
示
、
蚤
の
市
な
ど
回
遊

性
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
や
ナ
イ
ト
バ
ー
に
よ

る
地
域
住
民
と
観
光
客
の
交
流
、
ゲ
ス
ト

ハ
ウ
ス
な
ど
具
体
的
な
空
き
家
活
用
を
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
提
案
な
ど
、
各
メ
ン
バ
ー

か
ら
様
々
な
ア
イ
デ
ア
が
出
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ア
イ
デ
ア
は
集
約
さ
れ
、

や
る
べ
き
ポ
イ
ン
ト
が
整
理
さ
れ
た
。

◎
山
手
＝
斜
面
地
の
価
値
を
発
見
す
る

◎
価
値
を
発
信
す
る
し
く
み
を
つ
く
る

◎
こ
れ
ま
で
の
地
域
活
動
を
再
編
集
す
る

こ
れ
ら
の
ポ
イ
ン
ト
を
「
暮
ら
し
方
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で

と
ら
え
な
お
し
、
次
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
さ
ら
に
ア
イ
デ
ア
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
し
て
い
く
。

語
り
合
え
ば
見
え
て
き
た

新
た
な
取
り
組
み
の
カ
タ
チ
。

デ
ザ
イ
ン
思
考
で
再
編
集
す
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
あ
と
２
回
と
な
っ

た
こ
の
日
、
メ
ン
バ
ー
の
あ
い
だ
に
は
一

体
感
が
生
ま
れ
て
い
た
。
長
崎
で
生
ま
れ

育
っ
た
者
、
長
崎
に
移
り
住
ん
だ
者
、
い

ず
れ
も
今
は
長
崎
で
生
き
て
い
る
。
山
手

か
ら
見
晴
ら
す
景
色
に
、
こ
の
地
の
未
来

へ
の
思
い
を
馳
せ
て
い
る
。
そ
こ
に
Ｆ
Ｄ

Ｌ
か
ら
派
遣
さ
れ
た
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

長
尾
が
縁
を
結
び
、
外
部
の
視
点
を
得
た

ア
イ
デ
ア
は
よ
り
広
が
っ
て
、
さ
ら
に
深

ま
っ
て
い
く
。

前
回
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
軸
に
、
将

来
へ
向
け
た
ア
イ
デ
ア
が
精
査
さ
れ
た
。

「
坂
の
上
の
く
ら
し
」「
暮
ら
す
よ
う
に
旅

す
る
」「
居
留
地
不
動
産
」「
生
活
交
換
」

「
居
留
地
ス
タ
イ
ル
」な
ど
の
新
た
な
キ
ー

ワ
ー
ド
が
生
み
出
さ
れ
、
充
実
し
た
内
容

と
な
っ
て
い
っ
た
。

地
域
の
問
題
解
決
に
は
行
政
と
の
関
わ

り
方
も
重
要
だ
が
、
陳
情
や
要
望
だ
け
で

は
カ
タ
チ
に
な
ら
な
い
。
実
際
に
手
を
動

か
し
て
、
地
域
で
意
識
を
共
有
す
る
こ
と

が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。
そ
の
点
で
あ
ら

た
め
て
注
目
さ
れ
た
の
が
、
山
手
地
区
な

ど
の
旧
外
国
人
居
留
地
で
２
０
０
１
年
か

ら
行
わ
れ
て
い
る「
長
崎
居
留
地
ま
つ
り
」

だ
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
検
証
し
、
そ
の
在

り
方
な
ど
を
デ
ザ
イ
ン
思
考
を
用
い
て
再

編
集
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
山
手
地
区

の
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。
さ
ら

に
、
イ
ベ
ン
ト
時
だ
け
で
な
く
、
日
常
的

に
地
域
住
民
と
観
光
客
と
が
交
流
す
る
し

く
み
づ
く
り
に
も
つ
な
げ
て
い
く
。

そ
の
具
体
的
な
方
策
は
、
最
後
と
な
る

次
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
検
討
し
て
い

く
こ
と
に
な
っ
た
。

「
場
」
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

最
後
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
場
所
は

す
っ
か
り
お
な
じ
み
に
な
っ
た
東
山
手
の

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
長
崎
居
留
地
12
Ａ
。

２
回
目
を
除
き
、
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
全
て
こ
の
古
い
洋
館
で
行
わ
れ
た
。

２
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
た

の
は
空
き
家
を
改
装
し
た
シ
ェ
ア
ハ
ウ

ス
、
つ
く
る
邸
。
こ
の
チ
ー
ム
に
と
っ
て

は
「
場
の
力
」
も
重
要
な
要
素
と
な
っ
た
。

場
所
の
選
択
、
メ
ン
バ
ー
ど
う
し
の
雰
囲

気
づ
く
り
な
ど
「
場
を
つ
く
る
」
と
い
う

こ
と
も
ま
た
「
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
え
る
。

情
報
共
有

編
集

住
む
×
観
光
の

ア
イ
デ
ア

新
し
い

ト
レ
ン
ド
の

創
出
へ

恵まれた
歴史、文化空き地、空き

家の流動化
推進

観光客ニーズ
とのミスマッチ

魅力的な暮ら
し方を発信

カフェやバーなど
朝・夜にでかける
場所や店がない

朝市、リサイクル
マーケットなど

活用が進ま
ない洋館

マーケットの
企画

蚤の市や
マーケット

独自に活動
するまちづく
り団体居留地（斜面

地）に暮らす
人にスポット

空き地、空き
家が目立つ
斜面地

これまでの
活動のアー
カイブ化

WEBを使っ
た魅力発信

各団体が協
力する枠組
み作り

「居留地スタ
イル」という新
しい価値観

「居留地不
動産」の立ち
上げ

これまでの
活動にヒント
あり
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根
ざ
す
こ
と
で
、
続
い
て
い
く

前
回
の
課
題
を
受
け
て
「
長
崎
居
留
地

ま
つ
り
」
を
検
証
し
、
具
体
的
な
再
編
集

の
方
法
が
検
討
さ
れ
た
。
ア
イ
デ
ア
と
し

て
は
、
長
崎
居
留
地
の
名
刺
制
作
と
そ
の

活
用
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
制
作
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ

ト
制
作
な
ど
が
挙
が
っ
た
。
長
崎
市
の
出

島
の
ほ
か
、
熊
本
、
京
都
な
ど
の
事
例
も

参
照
し
な
が
ら
、
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
得
ら
れ
た
成
果
が
ま
と
め
ら
れ
た
。

◎
長
崎
居
留
地
ま
つ
り
ア
ー
カ
イ
ブ
化

◎
山
手
暮
ら
し
を
支
援
す
る
長
崎
居
留
地
不

動
産
な
ど
の
運
営
研
究

◎
長
崎
居
留
地
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
化
の
ハ
ブ
づ
く
り

こ
の
成
果
を
実
現
す
る
た
め
に
、
今
後

も
月
１
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

継
続
し
て
ア
ー
カ
イ
ブ
の
と
り
ま
と
め
と

そ
の
普
及
戦
略
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に

な
っ
た
。
当
面
の
財
源
は
自
主
財
源
と
長

崎
居
留
地
ま
つ
り
実
行
委
員
会
の
承
認
を

得
て
支
出
を
お
願
い
し
、
九
州
経
済
産
業

局
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
有
効
活
用
す
る
。

４
つ
の
団
体
は
ひ
と
つ
の
チ
ー
ム
に
な

り
、
長
崎
の
未
来
へ
新
た
に
船
出
し
た
。

「
知
財
」
と
し
て
の
デ
ザ
イ
ン

最
後
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
弁
理
士

の
羽
立
氏
に
よ
る
知
的
財
産
に
つ
い
て
の

レ
ク
チ
ャ
ー
も
行
わ
れ
、「
知
財
」
と
い

う
観
点
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構
築
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
。
商
品
設
計
の
事
例

紹
介
、
バ
リ
ュ
ー
プ
ロ
ポ
ジ
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
バ
ス
と
い
う
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
特
許

の
進
歩
性
と
顧
客
価
値
の
関
係
、
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
設
計
、
知

財
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
に
し

た
チ
ー
ム
論
な
ど
の
知
見
を
得
て
、
メ
ン

バ
ー
は
デ
ザ
イ
ン
思
考
に
よ
る
知
財
創
出

が
広
げ
る
可
能
性
を
実
感
し
た
。

答
え
を
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
。

チ
ー
ム
長
崎
が
始
動
し
た
。

長崎居留地まつりアーカイブ化
20 年近く続けられてきた市民のためのおまつり「長崎居留地

まつり」。これまでに行なわれてきた様 な々活動は単なるイベント

にとどまらず、これからのまちづくりを考える上で貴重なヒントになる。

ここで一度振り返り、「長崎居留地まつり」の歴史や意義を整

理、編集。アーカイブ化してWEB サイトおよび冊子として発表

する。

山手くらしを支援　長崎居留地不動産
斜面地の空き地や空き家を活用したくても、そもそも「物件が

流通していない」という現状がある。「既存の不動産業者が物

件情報を把握していない」、「貸し手が少ない」などといった問

題を解決するため、山手地区を中心とした斜面地の物件を専

門的に扱う「居留地不動産」を立ち上げ、斜面地の空き地

や空き家の積極的な活用につなげていく。

長崎居留地　地域資源活用
居留地や斜面地には、居留地や斜面地ならではの魅力的

な暮らしが存在する。そこで楽しみながら暮らしている人 に々スポッ

トを当て、その暮らしぶりを「居留地スタイル」としてWEB サイ

トなどで紹介。居留地や斜面地で暮らすこと、またそんな場所を

旅することの魅力を再確認、再発見、再編集して定期的に発

信していく。

住んで魅力的なまちは、旅して魅力的なまち。

暮らし方をデザインするための、３つの方法。

Result

知的財産の専門家、羽立氏によるレ
クチャーでは、知財と商品設計の関
係性、ビジネスモデル構築における
知財の重要性など、これまでの議論
とはまた違った視点でのアドバイス
が得られ、メンバーたちの議論の幅
が広がった。

２ 回 目 の ワ ー ク シ ョ ッ プ の 前
に、山手地区の歴史的遺産のひ
とつでもある南山手町のマリア
園を視察。その後、斜面地・空
き家活用団体つくるの活動報告
を中心に、活発な議論が展開さ
れた。

結果
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「
道
の
駅
阿
蘇
」
を
運
営
す
る
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博
物
館
」
は
、

阿
蘇
市
全
体
を
屋
根
の
な
い
博
物
館
に
例

え
、
住
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
も
と
、
自
然
と
人
々
が
織
り
な
し
て
き

た
有
形
・
無
形
の
地
域
資
源
を
展
示
物
と

し
て
保
全
活
用
し
よ
う
と
い
う
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
活
動
は
高
い
企

画
力
・
実
行
力
を
有
し
、「
道
の
駅
阿
蘇
」

は
、
２
０
１
３
年
に
「
九
州
・
沖
縄
『
道

の
駅
』
最
優
秀
賞
」
を
受
賞
す
る
な
ど
多

方
面
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
２
０
１
６
年
の
熊
本
地
震
に

よ
っ
て
観
光
ル
ー
ト
が
寸
断
さ
れ
、
Ｊ
Ｒ

豊
肥
本
線
の
肥
後
大
津
～
阿
蘇
間
も
未
だ

復
旧
し
て
お
ら
ず
、
道
の
駅
に
隣
接
す
る

Ｊ
Ｒ
阿
蘇
駅
は
阿
蘇
の
玄
関
口
と
し
て
の

機
能
を
充
分
に
果
た
せ
な
い
状
況
と
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
。

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
震
災

前
後
で
大
き
く
変
化
し
た
熊
本
・
阿
蘇
地

域
の
観
光
、
と
り
わ
け
道
の
駅
や
Ｊ
Ｒ
阿

蘇
駅
を
拠
点
と
し
た
地
域
活
性
化
に
つ
い

て
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
に
も
と
づ
く
新
し
い

俯
瞰
的
な
視
点
で
そ
の
可
能
性
を
改
め
て

可
視
化
し
、
復
興
に
つ
な
が
る
価
値
を
共

創
す
る
こ
と
が
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
。

復
興
を
見
晴
ら
す
デ
ザ
イ
ン
。

ミルクロードより阿蘇五岳を望む　写真提供：旅情写真家　荒木博（AQRIO Inc.）

Kumamoto
熊本
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主旨

熊本地震で観光ルートが寸断された現状を起点に、「阿蘇の魅力の再発見や再編集、発信方

法の工夫などによって、阿蘇観光のポテンシャルをまだまだ引き出すことができるのではないか？」という

初期仮設を設定。

多様な視点や価値観を持つメンバーが、熊本地震の影響が残る現在の「道の駅 阿蘇」並びに

「NPO 法人 ASO 田園空間博物館」の観察を起点として未来をデザインすることによって、新たな

視点での「熊本・阿蘇地域の観光」の可能性を可視化し、その実現方策を探ることとした。

目標

「道の駅 阿蘇」並びに「NPO 法人 ASO 田園空間博物館」の可能性の可視化と、再定義し

た可能性を具現化するアイデアの共創を目標とする。

“ 今 ” を起点に “可能性 ”を可視化する

熊本・阿蘇観光の未来デザインプロジェクト

NPO 法人 ASO 田園空間博物館が運営する道の駅阿蘇。JR 豊肥本線の阿蘇駅に
隣接しているが、熊本地震で肥後大津～阿蘇間は不通となったままである。

岩上 孝二　Iwagami Koji

チームリーダー

崇城大学芸術学部デザイン学科教授

町野 巳佳　Machino Mika

デザイナー

Asty fact. アスティファクト

青木 信子　Aoki Nobuko

デザイナー

DESIGN aero デザイン・エアロ

奥田 直辰　Okuda Naotatsu

デザイナー

One Knot Design

神田橋 幸治　Kandabashi Koji

ファシリテーター兼知財担当（FDLより派遣）

ビジネスデザインラボ　代表

対象企業（団体）

NPO 法人 ASO 田園空間博物館

案件 Mission
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は
じ
ま
り
の
仮
説

最
初
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
ひ
と
つ
の
仮
説
が

設
定
さ
れ
た
。
そ
れ
は
「
阿
蘇
の
魅
力
の

再
発
見
や
再
編
集
、
発
信
方
法
の
工
夫
な

ど
に
よ
っ
て
、
阿
蘇
観
光
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
ま
だ
ま
だ
引
き
出
す
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
？
」
と
い
う
こ
と
だ
。
こ

れ
ま
で「
道
の
駅
阿
蘇
」を
運
営
す
る「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博
物
館
」
の

活
動
は
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
実
績
も

充
分
だ
っ
た
。
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
て

お
り
、そ
の
対
応
に
尽
力
し
て
い
た
。日
々

を
慌
た
だ
し
く
過
ご
す
な
か
、
長
期
的
・

客
観
的
な
視
野
に
立
っ
た
魅
力
の
探
求

や
、
そ
の
発
信
手
法
を
抜
本
的
に
見
直
す

機
会
が
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
熊
本

地
震
で
観
光
ル
ー
ト
が
寸
断
さ
れ
た
今
こ

そ
、
そ
の
こ
と
に
目
を
向
け
る
チ
ャ
ン
ス

で
は
な
い
か
。

こ
の
仮
説
を
メ
ン
バ
ー
間
で
共
有
し
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
も
交
え
た
次
回
か
ら

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
課
題
と
魅
力
を
発

見
し
、
道
の
駅
阿
蘇
と
Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間

博
物
館
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

し
て
リ
・
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
熊
本
・
阿
蘇
地
域
の
観
光
の
さ
ら
な

る
可
能
性
を
可
視
化
し
、
そ
の
実
現
方
策

を
探
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

急
が
ば
回
れ

よ
り
先
へ
飛
躍
す
る
た
め
に
は
、
長
い

助
走
が
必
要
だ
。
現
状
の
把
握
に
時
間
を

か
け
て
し
っ
か
り
課
題
認
識
を
共
有
す
る

こ
と
は
、
遠
回
り
の
よ
う
だ
が
問
題
解
決

に
欠
か
せ
な
い
プ
ロ
セ
ス
と
な
る
。

２
・
３
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
と
あ
わ
せ
２
日
連
続

で
行
わ
れ
た
。
事
実
の
把
握
を
主
目
的
と

し
た
１
日
目
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、

デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
が
Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博

物
館
が
運
営
す
る
道
の
駅
阿
蘇
を
訪
ね
、

リ
サ
ー
チ
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

そ
の
後
、
課
題
創
造
の
た
め
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
リ
サ
ー
チ
結
果
を
共

有
。
道
の
駅
の
在
り
方
、
駐
車
場
の
利
用

方
法
、
サ
イ
ン
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
内
容

や
設
置
方
法
な
ど
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両

面
で
さ
ま
ざ
ま
な
「
気
づ
き
」
が
あ
り
、

あ
ら
た
め
て
見
出
さ
れ
た
の
は
「
顧
客
目

線
の
重
要
性
」
と
い
う
認
識
だ
っ
た
。

ひ
と
つ
の
仮
説
を
も
と
に
、

阿
蘇
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
ひ
も
と
く
。

１回目のワークショップ前に行われ
たフィールドワークでは、チームリー
ダーの岩上、デザイナーの青木、
町野が道の駅阿蘇を訪ねてリサー
チを行うとともに、ASO 田園空間
博物館の下城氏にインタビューを
行った。2 日間にわたって行われたフィール

ドワークで、サインや看板、空間
づくりなど様々な「気づき」があっ
た。ワークショップで精査し、「ポ
テンシャル・ギャップ・課題・そ
の他」の 4 つの象限にマッピング
された。

大きな「気づき」があった道の駅阿蘇の駐車場案内板。100 台以上が 24 時間使用でき、トイレや手洗い場などが設けられた駐車場は周
辺観光の拠点となるが、案内板には車両の長時間放置や乗り継ぎ駐車を遠慮するように表記されている。

「
外
か
ら
目
線
」
の
大
切
さ

「
顧
客
目
線
」
が
重
要
視
さ
れ
た
背
景

に
は
、
当
事
者
に
は
あ
ま
り
に
も
当
た
り

前
過
ぎ
て
、
な
か
な
か
検
証
さ
れ
に
く
い

「
既
成
概
念
」
が
あ
っ
た
。
自
分
た
ち
に

と
っ
て
の
「
普
通
」
に
疑
問
符
を
付
け
る

に
は
、
多
様
な
立
場
や
視
点
に
立
っ
た
、

柔
軟
な
思
考
が
必
要
に
な
る
。

こ
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
ら
た
め
て
重
要
だ

と
認
識
さ
れ
た
の
は
「
外
か
ら
目
線
」
で

あ
る
。
企
業
や
地
域
団
体
な
ど
の
内
部
に

あ
り
な
が
ら
、
そ
の
組
織
自
体
に
起
因
す

る
課
題
を
客
観
的
・
俯
瞰
的
な
視
点
で
捉

え
直
す
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、
そ
こ

に
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」

を
持
つ
者
が
参
画
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

多
様
な
価
値
観
や
考
え
方
の
も
と
で
関
連

す
る
様
々
な
要
因
に
目
を
向
け
た
「
気
づ

き
・
ひ
ら
め
き
」
が
得
ら
れ
る
。

立
場
が
変
わ
れ
ば
、
見
方
が
変
わ
る
。

多
様
な
立
場
や
視
点
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

「
外
か
ら
目
線
」
の
導
入
は
、
デ
ザ
イ
ン

思
考
の
本
質
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
が
果
た
す
べ
き
重
要
な
役
割
で
あ
る

と
い
え
る
。

Point

Point
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ア
イ
デ
ア
は
現
場
で
発
見
す
る

２
日
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
デ
ザ

イ
ナ
ー
た
ち
に
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
が
加

わ
り
、
現
場
を
歩
く
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

か
ら
始
ま
っ
た
。
ま
ず
道
の
駅
阿
蘇
で
前

日
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
得
ら
れ
た
仮
説

の
検
証
を
行
い
、
そ
の
後
「
田
園
空
間
博

物
館
」
を
離
れ
、「
外
か
ら
目
線
」
で
周

辺
地
域
を
観
察
し
た
。

Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博
物
館
は
「
阿
蘇
市

全
体
を
屋
根
の
な
い
博
物
館
に
た
と
え
、

自
然
と
人
々
が
織
り
な
し
て
き
た
有
形
・

無
形
の
地
域
資
源
（
サ
テ
ラ
イ
ト
）
を
展

示
物
と
し
て
保
全
活
用
す
る
」
と
い
う
価

値
あ
る
コ
ン
セ
プ
ト
で
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
、
熊

本
地
震
で
観
光
ル
ー
ト
が
切
断
さ
れ
た
現

状
に
合
わ
せ
、
ど
う
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て

い
く
の
か
。
そ
れ
は
ま
た
「
復
興
に
デ
ザ

イ
ン
思
考
を
ど
う
役
立
て
る
の
か
」
と
い

う
こ
と
で
も
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、
現
場

を
歩
く
こ
と
で
得
ら
れ
た
様
々
な
気
づ
き

や
ア
イ
デ
ア
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
主

導
に
よ
っ
て
整
理
・
解
釈
さ
れ
、
い
く
つ

か
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
抽
出
さ
れ
た
。

次
回
、
地
域
内
外
の
多
様
な
参
加
者
に

よ
る
新
た
な
視
点
と
切
り
口
で
ア
イ
デ
ア

を
創
造
し
た
上
で
、
具
現
化
す
る
ア
イ
デ

ア
を
検
討
し
て
い
く
。

多
様
で
個
性
的
な
発
見
を
共
有

最
後
と
な
る
４
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
、よ
り
多
様
な
視
点
を
導
入
す
べ
く
、

道
の
駅
阿
蘇
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
、
地
域

活
動
の
担
い
手
と
い
っ
た
当
事
者
メ
ン

バ
ー
や
協
力
し
て
い
る
九
州
電
力
熊
本
支

社
の
方
々
に
Ｆ
Ｄ
Ｌ
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
る

か
た
ち
で
行
わ
れ
た
。

前
半
は
「
課
題
創
造
」
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
。
Ｆ
Ｄ
Ｌ
メ
ン
バ
ー
が
こ
れ
ま
で
の
観

歩
い
て
、
話
し
て
、
考
え
て
、

お
な
じ
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
す
る
。

察
活
動
を
報
告
し
、
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た

キ
ー
ワ
ー
ド
を
発
表
。
多
様
な
参
加
者
が

一
緒
に
な
っ
て「
よ
そ
者
の
視
点
」や「
新

し
い
切
り
口
」
で
見
つ
け
た
様
々
な
気
づ

き
を
共
有
し
た
上
で
意
見
交
換
を
行
い
、

現
状
の
本
質
的
な
課
題
や
阿
蘇
の
新
た
な

魅
力
が
探
求
さ
れ
て
い
っ
た
。

後
半
は
「
未
来
デ
ザ
イ
ン
」
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
。「
来
訪
者
目
線
」
を
出
発
点

に「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」と
い
う
方
法
や「
ビ

ジ
ネ
ス
」
と
い
う
切
り
口
で
、
阿
蘇
の
新

し
い
未
来
を
創
造
す
る
様
々
な
ア
イ
デ
ア

が
考
察
さ
れ
、
最
終
的
に
、
①
地
域
散
策

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
化
、
②
情
報

発
信
力
の
強
化
、
③
道
の
駅
阿
蘇
内
部
や

周
辺
の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
、
と
い
う
３
つ
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

チ
ー
ム
を
動
か
す
デ
ザ
イ
ン

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
全
体
を
通
じ
て
、

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
独
自
メ
ソ
ッ
ド

が
活
用
さ
れ
た
。
未
来
デ
ザ
イ
ン
で
は
、

チ
ー
ム
ご
と
に
意
見
交
換
し
た
あ
と
「
個

人
ワ
ー
ク
」
を
行
い
、
参
加
者
一
人
ひ
と

り
が
そ
れ
ぞ
れ
に
ま
と
め
た
ア
イ
デ
ア
を

発
表
。
数
多
く
の
ア
イ
デ
ア
が
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
、
メ
ン
バ
ー
全
員
に
よ
る
投

票
で
そ
の
評
価
を
行
っ
た
。
こ
の
プ
ロ
セ

ス
で
は
、「
み
ん
な
で
わ
い
わ
い
」
し
な

が
ら
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
に
な
っ
て
く
る
。
こ
う
し
た
手
法
の

体
験
な
ど
、
熊
本
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

は
「
チ
ー
ム
を
動
か
す
実
践
」
も
、
も
う

ひ
と
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
だ
っ
た
。

チ
ー
ム
の
在
り
方
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

ス
ム
ー
ズ
な
進
行
、
個
々
の
メ
ン
バ
ー
の

能
力
を
引
き
出
し
な
が
ら
チ
ー
ム
と
し
て

ま
と
め
て
い
く
こ
と
も「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」

の
一
環
で
あ
る
と
い
え
る
。

様々なメンバーが参加し、「みんなでわ
いわい」しながら行われた最後のワー
クショップ。前半は「課題創造」で現
状の本質的な課題や阿蘇の新たな魅力
を探求。後半は「未来デザイン」で多
くのアイデアが考察され、３つのカテゴ
リーにまとめられた。

参加者各自がアイデアを発
表し、投票で評価された。

メンバー一人ひとりがまとめたアイデアシート。「Core Value（アイデアの方程式）」や「Change（どう変わるか）」なども考察する形式になっている。

それぞれのメンバーがアイデアを発表することで、多
様で個性的な発見を全員で共有することができた。ま
た同時にチームとしての連帯感も育まれ、「チームを
動かすデザイン」の大切さも実践されることになった。
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視
点
を
変
え
て
捉
え
な
お
す

今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
成
果
と
し

て
、
道
の
駅
阿
蘇
と
Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博

物
館
の
可
能
性
が
可
視
化
さ
れ
、
そ
の
可

能
性
を
具
現
化
、
地
域
の
魅
力
を
更
に
高

め
る
知
的
財
産
の
創
出
に
つ
な
が
る
ア
イ

デ
ア
も
生
み
出
さ
れ
た
。

こ
れ
か
ら
の
観
光
は
「
こ
ん
な
コ
ン
テ

ン
ツ
が
あ
る
の
で
来
て
く
だ
さ
い
」
と
い

う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
な
く
、
顧
客
目
線
に

立
っ
て
「
訪
れ
る
人
が
何
を
し
た
い
か
」

を
リ
サ
ー
チ
し
、
そ
の
「
体
験
」
を
実
現

で
き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
こ
そ
が
重
要

だ
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
現
場
や
地
域
の

方
々
な
ど
様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が

巨
視
的
・
客
観
的
な
視
点
で
「
や
る
べ
き

こ
と
・
な
す
べ
き
こ
と
」
を
明
確
に
し
て

ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有
し
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

価
値
共
創
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
熊
本
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
参
加
メ
ン
バ
ー
た
ち
が

課
題
を
し
っ
か
り
認
識
し
、
ビ
ジ
ョ
ン
を

共
有
す
る
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
、
新
た
な

価
値
を
共
創
し
て
い
く
地
盤
を
つ
く
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
い
っ
た
ん
区
切
り

を
迎
え
た
が
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ

て
生
み
だ
さ
れ
た
「
地
域
散
策
イ
ベ
ン
ト

の
ビ
ジ
ネ
ス
化
」
な
ど
の
ア
イ
デ
ア
は
、

Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博
物
館
に
よ
る
プ
ロ
ト

タ
イ
ピ
ン
グ
の
フ
ェ
ー
ズ
へ
と
進
み
、
す

で
に
今
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
成
果
に

共
感
し
た
方
々
が
参
画
す
る
か
た
ち
で
、

Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博
物
館
を
中
心
と
し
た

新
し
い
動
き
も
い
く
つ
か
起
こ
り
始
め
て

い
る
。
今
後
、
さ
ら
に
地
域
内
外
の
多
様

な
人
材
の
参
加
を
得
て
、
阿
蘇
で
し
か
味

わ
え
な
い
〝
特
別
な
体
験
〟
の
開
発
や
情

報
発
信
の
強
化
に
加
え
て
、
新
規
事
業
の

ア
イ
デ
ア
も
創
造
し
て
い
く
こ
と
だ
ろ

う
。
Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空
間
博
物
館
に
集
う
多

様
な
人
材
た
ち
の
手
で
熊
本
・
阿
蘇
地
域

の
新
た
な
価
値
が
共
創
さ
れ
、
地
域
活
性

化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

「
阿
蘇
観
光
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
、
ま

だ
ま
だ
引
き
出
せ
る
の
で
は
な
い
か
？
」

と
い
う
は
じ
ま
り
の
仮
説
は
、〝
Ａ
Ｓ
Ｏ

田
園
空
間
〟
が
持
つ
豊
か
な
価
値
の
発
見

に
至
っ
た
。
起
き
て
し
ま
っ
た
震
災
を
変

化
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
直
し
、
そ
の
先

の
阿
蘇
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
い
く
チ
ャ
レ
ン

ジ
は
、
こ
れ
か
ら
だ
。

見
方
を
変
え
て
、

方
法
を
変
え
て
、
そ
の
先
へ
。

発見した可能性を具現化するアイデア創出
今回のワークショップ終了後、コアメンバーによる阿蘇の散策と

会議が行われ、はじめに具現化するアイデアを「まちあるき」に

決定。今後、新たなルートを開発するとともに、「まちあるきマップ」

も「サテライト（有形・無形の地域資源）を巡るルートの紹介」

から「阿蘇を楽しみ尽くすアイデアの提案」という目的にアップデー

トされる。

被災を契機に見つめ直したほんとうの課題と魅力。

顧客目線とチームワークで共創する復興への可能性。

Result
結果

チームを動かして価値を共創するプロセスのデザイン

電車・バスで
周辺観光

サイクル
ツーリズム

バンガロー
施設で宿泊

駐車場で
オートキャンプ

多様な価値観や考
え方のもと、関連す
る様々な要因に目を
向け「気づき・ひら
めき」を得る活動。

「気づき・ひらめき」を
共有し、チームのミッ
ションやビジョンに照
らしながら「アイデア」
を創造する活動。

「アイデア」をもとに事業コ
ンセプトを固め、プロトタイ
プを行い、その改良を繰り
返す活動。

新たな取組み
の展開。

（新たな取組み
の創出）

Ⅰ リサーチ Ⅱ アイデア創出 Ⅲ プロトタイピング Ⅳ 事業展開

WS1
10/5

課題資源 アイデア 事業コンセプト アクション

WS2・3
11/2,3

WS4
12/18

（WS5※）
1/20

Business
2018,4~

FW1・2
11/2,3

FW3
11/23

（FW4※）
1/20

※（FW4）（WS5）は本事業終了後、発展的に実施している取り組み。

温泉施設で
入浴

周辺の散策

隣接する
JR阿蘇駅

休憩もできる
総合案内所

道の駅阿蘇を
ベースにした
“ＡＳＯ田園空間”
のポテンシャル

（ショップ＆カフェ）
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大
分
市
中
心
部
は
、
豊
後
国
の
国
府
が

置
か
れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
し
、
か
つ
て

「
府
内
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

大
分
を
拠
点
と
す
る
工
務
店
、
日
本
ハ

ウ
ジ
ン
グ
株
式
会
社
は
、
そ
の
「
府
内
」

の
名
を
冠
し
た
地
域
性
と
デ
ザ
イ
ン
性
を

両
立
す
る
新
し
い
住
宅
モ
デ
ル
「
府
内
町

家
」
を
確
立
し
つ
つ
あ
っ
た
。

「
大
分
の
木
で
建
て
る
自
然
素
材
の
木

造
住
宅
」
と
い
う
府
内
町
家
の
コ
ン
セ
プ

ト
を
実
現
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て
は
、
地

元
木
材
の
積
極
的
か
つ
継
続
的
な
活
用
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
前
提
と
し
て
行
政
に

よ
る
「
川
上
か
ら
川
下
ま
で
」
を
視
野
に

入
れ
た
支
援
が
不
可
欠
と
な
る
。

行
政
の
共
感
と
支
持
を
得
る
べ
く
、
日

本
ハ
ウ
ジ
ン
グ
は
大
分
県
に
対
し
て
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
を
得
ら
れ
た
も

の
の
、
プ
レ
ゼ
ン
資
料
を
制
作
す
る
段
階

で
停
滞
し
て
い
た
。

こ
の
事
業
は
、
地
域
活
性
化
や
地
産
地

消
な
ど
を
実
践
す
る
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な

り
う
る
と
い
う
意
義
も
あ
り
、
大
分
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、
デ
ザ
イ

ナ
ー
た
ち
が
行
政
支
援
を
獲
得
す
る
た
め

の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
向
け
た
資
料

制
作
に
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

物
語
を
巡
ら
せ
る

デ
ザ
イ
ン
。

出荷を待つ大分県産の木材。この地域資源を「デザイン思考」でどう活かせるか。

Ooita
大分
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主旨

地産地消・地域活性化を目指す住宅事業において、コンセプトワークから外部プロフェッショナルと

してデザイナーなどが参加し、プロジェクトの設計から実施計画までのビジョンを描くサポートを行う。また、

プロジェクトの初期段階で行政の産業支援を得るために行うことになったプレゼンテーションに必要な資

料を制作する。

目標

プレゼンテーション成功による官民連携の住宅事業のスタート。併行して、日本ハウジングにおけるク

リエイティブ＝知財に対する認識の向上をはかってクリエイティブ導入を実行し、その効果を活かして事

業が継続的発展を遂げることを目指す。

大分式の経済と文化のかたちを志す

地産地消住宅事業のプレゼンテーションサポート

日本ハウジングの本社でもある同社の住宅ブランド ｢府内町
家｣ のモデルハウスで行われたワークショップ。大分産の木
の香りに満ちた空間で、新しい大分物語が編まれていった。

井下 悠　Inoshita Yu

チームリーダー

イノシタデザイン 代表

森竹 俊象　Moritake Toshinori

デザイナー

naut graphics 代表

矢野 哲義　Yano Tetsunori

デザイナー

ヤノテツデザイン 代表

羽立 幸司　Hadate Koji

知財専門家　（FDLより派遣）

知的財産綜合事務所 NEXPAT 代表弁理士

馬場 鉄心　Baba Tesshin

企業責任者

日本ハウジング株式会社 代表取締役社長

西口 顕一　Nishiguchi Kenichi

デザイナー

ニシグチデザイン室 代表

江副 直樹　Ezoe Naoki

ファシリテーター（FDLより派遣）

ブンボ株式会社 代表

対象企業（団体）

日本ハウジング株式会社

案件 Mission
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課
題
は
足
下
に
あ
る

大
分
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
の
初
顔
合
わ
せ

と
な
っ
た
最
初
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
。
ま

ず
は
主
旨
と
目
標
が
確
認
さ
れ
、
ゴ
ー
ル

と
な
る
大
分
県
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
資
料
制
作
ま
で
の
流
れ
を
共
有
し
て
、

具
体
的
な
議
論
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

は
じ
め
に
、
企
業
責
任
者
の
日
本
ハ
ウ

ジ
ン
グ
馬
場
社
長
が
ま
と
め
た
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
骨
子
を
も
と
に
、
今
回
の

事
業
を
と
り
ま
く
「
大
分
の
住
宅
市
場
」

「
大
分
の
林
業
」「
大
分
の
住
宅
メ
ー
カ
ー
」

の
現
状
に
つ
い
て
考
察
。

大
分
の
住
宅
市
場
は
プ
レ
ハ
ブ
メ
ー

カ
ー
に
勢
い
が
あ
り
、
地
域
工
務
店
も
地

元
の
自
然
素
材
を
活
用
し
て
い
な
い
場
合

も
あ
り
、
加
工
を
域
外
で
行
う
現
状
も

あ
っ
て
、
経
済
的
に
も
文
化
的
に
も
地
域

へ
の
貢
献
が
充
分
と
は
言
え
な
い
の
で
は

な
い
か
。
大
分
の
林
業
は
戦
後
の
植
林
や

輸
入
材
の
流
入
、
新
建
材
の
席
巻
な
ど
に

よ
っ
て
突
破
口
が
見
出
せ
て
い
な
い
。
大

分
の
住
宅
メ
ー
カ
ー
は
総
合
性
や
連
携
性

が
脆
弱
で
、
消
費
者
に
不
便
を
与
え
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
と
い
う
現
状
が
把
握

さ
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
現
状
を
変
え
て
い
く
た
め

に
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

け
ば
い
い
の
か
。
メ
ン
バ
ー
間
で
様
々
な

意
見
が
交
わ
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
論
点
に

集
約
さ
れ
て
い
っ
た
。

「
大
分
式
」
を
創
造
す
る

と
く
に
重
視
さ
れ
た
の
は
「
全
国
大
手

の
メ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に
対
し
、
大
分
独
自

の
サ
ブ
シ
ス
テ
ム
を
考
え
ら
れ
な
い
か
」

と
い
う
点
だ
。

新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
た
め
に
は
、

大
手
企
業
な
ど
の
メ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
に
対

す
る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
、
大
分
土
着
の
資

源
を
徹
底
的
に
活
用
し
た
サ
ブ
シ
ス
テ
ム

の
構
想
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
ん

な
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
構
築
で
き
れ
ば
、

「
大
分
式
」
と
し
て
日
本
各
地
や
世
界
へ

打
ち
出
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。「
府
内
町

家
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
の
枠
を
越
え
て
、

業
界
と
行
政
、
民
と
官
が
ひ
と
つ
の
チ
ー

ム
に
な
り
、
大
分
式
地
域
産
業
と
し
て
の

住
宅
事
業
を
創
造
す
る
こ
と
。
そ
し
て
、

そ
の
背
景
と
な
る
林
業
を
含
め
て
６
次
産

業
化
し
、「
地
産
地
消
」
は
も
ち
ろ
ん
、「
地

産
外
消
」
ま
で
も
視
野
に
入
れ
て
、
大
分

県
が
外
貨
を
獲
得
す
る
取
り
組
み
の
ス

タ
ー
ト
と
す
る
。
ま
た
、
林
業
と
併
行
し

て
農
業
や
漁
業
で
も
成
功
例
を
示
す
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
広
い
展
開
も
生
ま

れ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
考
え
方
を
ベ
ー
ス
に
ア
イ
デ
ア
を

精
査
し
な
が
ら
、
プ
レ
ゼ
ン
資
料
の
内
容

を
つ
め
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

地
域
の
本
来
か
ら

地
域
の
未
来
を
考
え
る
。

企業責任者の日本ハウジング馬場社長は、豊の国優良住宅推
進協議会の会長も務め、大分産木材の活用に尽力している。

「大分式の経済と新しい文化を住宅市場から生み出す」。地元・
大分で活動するメンバーたちのモチベーションは高かった。

使用木材相当価格
52億×30％＝16億

大分への経済波及効果
16億×30％＝4.8億

使用木材相当価格
52億×50%＝26億

大分への経済波及効果
26億×60％＝16億

使用木材相当価格
52億×20%＝10億

大分への経済波及効果
10億×170％＝17億

山は水源を涵養し、保水力の高い山々は、自然

のダムとなる。源流から流れ出す清い水は、海へミネ

ラルを注ぎ、豊饒の海を養う。また、地域気候に適

合する木製建材を供給し、地域の風土を構成する。

しかし、その山が荒れている。戦後の植林、洋材の

流入、新建材の席巻など、伐期を迎えているにも関

わらず、杉の王国にも関わらず、突破口が見つかっ

ていない。

地元の山が荒れている。

大分の住宅市場

大手住宅メーカー 県内住宅メーカー

ローカル企業の課題のひとつに、総合性、連携性

の脆弱さがある。川上川下の喩えで説明すると、多

分野の企業が流域の一部にとどまっていることが多く、

同時に別水系との連携が希薄な点が挙げられる。問

題は、消費者目線に立ったとき、一軒の店に行けば

すべてが終わるようなサービスが乏しいために、買い

物がしづらく、不便を与えているのではないか。山に

育つ材木から、地産のさまざまな建材を熟知し、デザ

イン、アフターメンテナンスまでが、滞りなく対応ができ

る住宅メーカーとなるべき時期が来ていると思われる。

多くの課題は足下にある。

現況と経緯を整理する

県外に本社がある
シェア率約30％

大分に本社がある
＋

大分にこだわらない
シェア率約50％

大分に本社がある
＋

大分にこだわる
シェア率約20％

大分県の木造住宅新築着工に関する木材総費用＝200 万円×2,617 棟＝52 億となる
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川
上
か
ら
川
下
ま
で
の

流
れ
を
つ
な
ぐ

２
回
目
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
日

本
ハ
ウ
ジ
ン
グ
馬
場
社
長
が
ま
と
め
直

し
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
江
副
が
加
筆

修
正
し
た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
ら

す
じ
を
も
と
に
、
前
回
で
整
理
し
た
現
状

の
課
題
と
解
決
へ
の
糸
口
が
さ
ら
に
精
査

さ
れ
て
い
っ
た
。

主
な
テ
ー
マ
と
な
っ
た
の
は
「
行
政
に

支
援
し
て
も
ら
う
内
容
の
明
確
化
」と「
大

分
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立
す
る
方
法
論
」。

行
政
に
要
望
す
る
支
援
に
つ
い
て
は
、
大

分
産
木
材
の
流
通
の
整
備
が
柱
と
な
る
。

と
く
に
、
県
内
の
材
木
が
県
内
で
ほ
ぼ
加

工
で
き
る
よ
う
、
製
材
、
集
成
材
、
プ
レ

カ
ッ
ト
な
ど
丸
太
以
降
の
加
工
施
設
の
充

分
な
確
保
が
ポ
イ
ン
ト
だ
。

「
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
流
れ
を
つ
な

ぐ
」
と
い
う
こ
と
が
、
今
後
の
地
域
企
業

の
進
化
に
は
不
可
欠
と
い
え
る
。
こ
の
流

れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
し
て
６
次
産
業
化
を
積

極
的
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
大
分
県
内
の

生
産
者
＝
消
費
者
と
な
り
、
県
内
に
お
金

が
落
ち
る
好
循
環
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き

る
。
住
宅
は
高
価
な
の
で
、
経
済
効
果
も

大
き
く
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
行
政
の

サ
ポ
ー
ト
が
必
須
。
よ
っ
て
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
資
源
・
人
・
経
済
の
「
好

循
環
を
つ
く
る
」
と
い
う
こ
と
が
重
要
な

訴
求
点
と
な
る
。

今
回
の
事
業
を
「
大
分
ブ
ラ
ン
ド
」
と

し
て
確
立
し
て
い
く
た
め
に
は
、「
大

分
な
ら
で
は
」
の
商
品
開
発
が
必
要
と

な
る
。
そ
れ
は
、
地
元
の
木
を
使
っ
た

自
然
素
材
の
健
康
住
宅
に
ほ
か
な
ら
な

い
。
そ
の
こ
と
を
消
費
者
に
き
ち
ん
と

理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
デ
ー
タ

で
の
裏
付
け
に
も
と
づ
い
た
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
な
発
信
が
必
要
と
な
る
。
具
体

的
な
ア
イ
デ
ア
と
し
て
、
寿
命
が
伸
び

デ
ザ
イ
ン
思
考
で
解
決
を
探
り
、

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
で
定
着
す
る
。

る
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
ル
ネ
ス
住
宅
の
提
案
、

「
木
」
に
対
す
る
誤
解
を
解
く
木
造
住
宅

の
本
質
的
な
メ
リ
ッ
ト
の
啓
蒙
、
持
続
可

能
な
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
整
備
と
ア
ピ
ー
ル

な
ど
が
挙
が
り
、
大
学
や
有
識
者
を
交
え

て
事
業
の
公
共
性
や
正
確
性
を
強
化
し
て

い
く
こ
と
の
重
要
性
も
指
摘
さ
れ
た
。

以
上
の
点
を
踏
ま
え
、
２
回
目
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
成
果
と
し
て
、
①
小
さ
な

経
済
、
②
新
し
い
経
済
、
③
素
地
の
家
、

④
木
へ
の
誤
解
、
と
い
う
４
つ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
次
回
は
「
何

が
で
き
て
ど
う
い
う
効
果
が
あ
る
の
か
」

を
よ
り
具
体
的
に
明
確
化
し
つ
つ
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
資
料
と
し
て
ど
う
落

と
し
込
む
か
を
決
定
す
る
。

大
分
物
語
の
は
じ
ま
り

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
３
回
目
と
な
り
、

メ
ン
バ
ー
ど
う
し
の
意
見
交
換
も
よ
り
活

発
で
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
大
き
な

流
れ
が
少
し
ず
つ
見
え
て
き
た
。

地
域
の
そ
も
そ
も
論
を
語
る
「
序
論
」、

大
分
県
の
住
宅
産
業
と
林
業
を
ひ
も
と
く

「
現
況
と
経
緯
の
整
理
」、
行
政
と
の
連
携

に
よ
る
解
決
策
を
提
示
す
る
「
解
決
の
糸

口
」、
他
分
野
へ
の
展
開
の
可
能
性
と
全

体
の
ま
と
め
と
し
て
の
「
横
断
的
効
果
」。

こ
の
筋
立
て
に
沿
っ
て
、
各
論
の
内
容
が

吟
味
さ
れ
て
い
っ
た
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
核
心
と
な
る

「
解
決
の
糸
口
」
は
、
５
つ
の
切
り
口
で

構
成
。
①
６
次
化
の
積
極
的
推
進
、
②
大

分
な
ら
で
は
の
商
品
開
発
、
③
地
域
経
済

循
環
の
ス
ス
メ
、④
行
政
と
の
連
携
強
化
、

⑤
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
の
導
入
。

折
し
も
大
分
県
で
は
、
２
０
１
５
年
に

開
館
し
た
県
立
美
術
館
「
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｍ
」
が

象
徴
す
る
よ
う
に
「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
」

が
生
み
出
す
価
値
へ
の
認
識
が
高
ま
っ
て

い
る
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
「
デ
ザ

イ
ン
思
考
」
を
用
い
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

な
取
り
組
み
の
先
駆
け
と
し
て
の
一
翼
も

担
う
。
メ
ン
バ
ー
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は

高
く
、「
住
宅
市
場
か
ら
大
分
固
有
の
経

済
と
新
し
い
文
化
を
生
み
出
す
」
と
い
う

地
域
の
将
来
を
遠
望
す
る
眼
差
し
が
し
っ

か
り
と
共
有
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
日
の
終
わ
り
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
タ
イ
ト
ル
が
決
定
さ
れ
た
。

「
大
分
物
語
の
は
じ
ま
り
」

そ
の
名
の
も
と
に
、次
回
、最
後
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
迎
え
る
。

解決の糸口を探る

川上と川下の流れをつなげ。
建築部材、原材料としての材木、アフターメンテナンス、広報戦略、それら要素を魅力的にアウトプッ

トするデザインなどのクリエイティブワーク。こうした素材や職能が、1 次から3 次まで繋がり、ハードもソフ

トも満遍なく、川上から川下までがスムースに流れることが、今後の地域企業の進化には不可欠だと考え

る。製材、集成材、プレカットといった丸太以降の加工施設の確保が、結果的に木材の価値を上げ、

木造住宅のコストパフォーマンスを上げる。

地域発の経済循環

をつくる。
決して狭い商圏で完結さ

せる矮小経済のススメではな

い。担い手が地域にいて、

活発な経済活動を行うこと

で、域内の経済と消費が好

循環を起こす状況をめざす。

地域発ということが重要だが、

外貨を稼ぎに行く気概は不

可欠で、地産外消が視野に

入った企業活動を前提とした

い。そのためには、地域企

業の実力を上げる他ない。

現状

県内

県内 県内 県内施設 県内メーカー 価格が安い

６次化

県産木

県産木 材木

プレカット、製材、
集成材などの

加工施設を確保
住宅 県内消費者

県内

材木

県外施設

プレカット、
製材、集成材

改善策

価格が高い

県内消費者

県外メーカー

住宅

県産木

材木

プレカット、製材、集成材

県内外に
売る

県内外に売る

住宅
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ム
ー
ブ
メ
ン
ト
を
育
て
る

最
後
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
知
財

専
門
家
の
羽
立
氏
に
よ
る
知
的
財
産
権
に

関
す
る
レ
ク
チ
ャ
ー
も
行
わ
れ
た
。
基
本

的
な
講
義
の
あ
と
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
知

財
が
地
域
経
済
や
地
場
企
業
な
ど
に
及
ぼ

し
て
い
る
影
響
な
ど
も
語
ら
れ
た
。
後
半

は
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
江
副
を
中
心
に

活
発
な
質
疑
応
答
と
な
り
、
弁
理
士
、
弁

護
士
、
司
法
書
士
な
ど
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
や
連
携
の
し
か
た

な
ど
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
チ
ー
ム
と
知
財

専
門
家
の
関
係
が
リ
ア
ル
に
み
え
て
く
る

実
感
が
得
ら
れ
た
。

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
資
料
の
制
作
は

大
詰
め
を
迎
え
、
前
回
の
内
容
を
視
覚
化

し
て
ペ
ー
パ
ー
に
定
着
す
る
と
と
も
に
、

方
法
も
さ
ら
に
精
査
さ
れ
た
。
固
く
な
り

が
ち
な
内
容
を
柔
ら
か
く
。
伝
え
た
い
こ

と
を
一
目
で
分
か
り
や
す
く
。
デ
ザ
イ

ナ
ー
た
ち
の
本
分
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
、

ユ
ニ
ー
ク
で
ス
マ
ー
ト
、
そ
し
て
確
か
な

意
志
の
伝
わ
る
企
画
書
の
完
成
と
な
り
、

日
本
ハ
ウ
ジ
ン
グ
の
馬
場
社
長
も
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
＝
知
財
の
価
値
を
よ
り
深
く
認

識
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

今
回
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
行

政
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と
考
え
た
「
大
分
式
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」
と
い
う
「
方
法
の
提

案
」
で
も
あ
る
。
そ
の
効
果
と
し
て
、
漁

業
や
農
業
な
ど
林
業
以
外
の
産
業
へ
の
展

開
、
持
続
的
な
経
済
効
果
、
シ
ス
テ
ム
自

体
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
を
目
指
し
、
よ
り

大
き
な
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
育
て
て
い
く
。

そ
の
後
、
チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
も
同
行

し
て
、
馬
場
社
長
が
豊
の
国
優
良
住
宅
推

進
協
議
会
会
長
と
し
て
、
大
分
県
の
担
当

部
署
へ
事
前
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

行
っ
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
め
方
、
体

制
づ
く
り
、
資
料
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス
が

得
ら
れ
、
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
。
知

事
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
向
け

て
、
チ
ー
ム
は
さ
ら
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

精
度
を
高
め
る
。

道
は
拓
け
、
舞
台
は
整
っ
た
。

大
分
物
語
の
幕
が
上
が
る
。

官
と
民
を
チ
ー
ム
に
し
て
、

方
法
を
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
。

行政とのパートナーシップで動かす「大分物語」。

大分式の経済と新しい文化を住宅市場から。

Result
結果

担当部署へ事前プレゼンテーション
今回のワークショップとしては、プレゼンテーション用の企

画書制作で終了したが、今後、大分県知事へのプレゼン

テーション成功による官民連携の住宅事業のスタートを目標

に、チームの活動は継続していく。

2 月、大分県の担当部署へ事前プレゼンテーションが行

われ、好感触を得た。メンバーたちはさらに精査を行い、こ

の春、知事へプレゼンテーションを行うことになっている。

方法論自体を「大分ブランド」に
今回のワークショップの成果は「大分物語のはじまり」と

名づけられ、住宅市場から大分固有の経済と新しい文化

の創造を目指す、大分県に対するプレゼンテーション用の

企画書としてまとめられた。

「大分物語」は林業だけではない。林業から木造住宅

を結ぶ線的展開は、その道筋だけに有効な限られた方法

論なのではなく、農業、漁業といった他の産業にも見事に

当てはめることができる。

今回のプロジェクトが推進されれば、「線」は「面」に

なるベクトルを獲得する。この方式を「大分式産業支援」、

さらに「大分式経済成長」と銘打てば、その横断的効果

は想像以上に大きくなるはずだ。

そして、この方法論＝ビジネスモデル自体が「大分ブランド」

となる。これこそが、目指すべき「大分物語」である。

ファシリテーターの江副（写真
左）とチームリーダーの井下を
中心に、メンバー個々の能力を
チームとして機能させ、クリエ
イティブなプレゼンテーション資
料がまとめあげられていった。

新しい大分をつくる「意志」が伝わるプレゼンテーションの内
容がまとまり、メンバーたちの表情にもしぜんと笑みがこぼれた。
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クリエイティブ人材との協働で、

本質的な価値の提供を。

IoT、AI、ビッグデータ等の第 4 次産業革命

の進展、社会構造も複雑化する中、商品・サー

ビスのニーズが多様化・深層化しています。こ

のため、ユーザーが本質的に求める価値を探り、

最適な商品・サービスを提供することが求めら

れおり、その解決プロセスとして「デザイン思考」

に注目が集まっています。

今回の事業では、長崎・熊本・大分それぞれ

の地域における企業・団体とプロデューサー（デ

ザイナー、弁理士等）が各地でワークショップ

を開き、デザイン思考によるアプローチにより、

本質的な魅力や課題を見いだし、地域団体商標

の活用など解決に向けたアイデアを複合的に議

論しました。ワークショップの実施に当たって

は、NPO 法人 FUKUOKA デザインリーグが

今までの活動の中で培ってきたクリエイティブ

人材のネットワークとワークショップを進める

ファシリテーションのノウハウが活かされてい

ます。各々テーマも解決の方法も異なりますが、

限られた時間の中で、それぞれ前例に捕らわれ

ないクリエイティブな議論が展開されたのでは

ないかと思います。

この冊子は、これらの取り組んできた課程を

まとめ、デザイン思考によるアプローチ手法を

伝えるものです。事例の中で「デザイン」と「知

的財産」活用の有用性・重要性を感じて頂けれ

ば幸いです。

社会の変化に伴い、デザインが担う領域・役

割も拡大しています。多くの場所でクリエイティ

ブ人材との協働が広がり、より豊かなアイデア

が社会に実ることを期待しています。

砂入成章
九州経済産業局　産業部
サービス産業室長

デ
ザ
イ
ン
と
は

欲
し
い
な
と
思
う
も
の
を

工
夫
し
て

感
じ
の
良
い
も
の
に
す
る

考
え
方
で
す
。

長
谷
喜
久
一

	

小
学
生
向
け
デ
ザ
イ
ン
教
科
書

	

「
デ
ザ
イ
ン
の
す
す
め
方
」
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